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【2013 実践教育研究発表会 関東大会特集】 

２０１３実践教育研究発表会開催校挨拶 

 

         関東職業能力開発大学校 

                校長 太田 正廣 

 

２０１３実践教育研究発表会が本校にて開催されますことを心から歓迎します。 

本校があります小山市は海のない栃木県にあり、東京駅から東北新幹線で約４０分、新宿駅から

は、直通の JR湘南新宿ラインにて約１時間２０分程の位置にあります。近くには多くの工業団地が

あり、製造業を中心として大企業から元気の良い中小企業が多数活躍しています。 

ところで、日本は国内で消費される一次エネルギ－の約４%しか自給できていません。この事実を、

教育水準の高い方々においてでさえ、中々信じてもらえません。過っての日本の高度成長時代を支

えてきた世代には、黒部第四発電所建設のイメ－ジが焼きついているの

か、一次エネルギ－の代表格である水力発電で自給割合が高いはずだと

の固定観念から抜け切れていないのは非常に残念です。東日本大震災が

引き金となり、エネルギ－問題を議論する機運が盛り上がったが、２年

もたつとそろそろ熱が冷めてきたように感じます。実体は LNG を始めと

して外国からの一次エネルギ－輸入に頼っています。その輸入代金を賄

うには、今のところ製造業が頼りです。国の生計維持根幹に関わる大事

でかつ単純な実態を、われわれはまず理解すべきです。その製造業の現

場を支えるには、ものづくり人材育成が重要であり、本校もその一翼を  関東職業能力開発大学校 
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担っていると自負しています。実践教育に携わる会員は互いに切磋琢磨してその人材育成に寄与

すると共に、自分らの人材育成技術・成果を外に向かって発信することが大いに望まれており、実

践教育研究発表会がその大事な機会であることを期待しています。 

最後に、来る平成２９年技能五輪全国大会・全国アビリンピックの招聘に、栃木県は知事以下一

丸となって努力している最中です。どうぞご支援のほどお願いいたします。 

 

【2013 実践教育研究発表会 関東大会特集】 

大会概要 
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【2013 実践教育研究発表会 関東大会特集】 
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【2013 実践教育研究発表会 関東大会特集】 

特別講演 
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【2013 実践教育研究発表会 関東大会特集】 
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【2013 実践教育研究発表会 関東大会特集】 
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【2013 実践教育研究発表会 関東大会特集】 
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【2013 実践教育研究発表会 関東大会特集】 
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【2013 実践教育研究発表会 関東大会特集】 
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【2013 実践教育研究発表会 関東大会特集】 
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【2013 実践教育研究発表会 関東大会特集】 

開催地紹介 

2013 実践教育研究発表会関東大会に参加される正会員・賛助

会員の皆様に栃木県と小山市をご案内いたします。 

北関東の真ん中に位置する「栃木県」は、「日光東照宮」

http://www.toshogu.jp/や「華厳の滝」、いちごの「とちおとめ」

宇都宮の「餃子」では有名ですが、群馬県や茨城県とともに、

PR しなくても住みやすい環境から魅力度ランキングでは低位

置にいます。しかし、特に栃木県南部に位置する小山市[おやま

し]の人口は首都圏に近く、冬でも雪がほとんど降らなくて、「水

と緑と大地」の豊かな自然環境のため住みやすく、着実に増加し

ています。小山市の人口は約 16 万 5 千人で宇都宮市に次ぐ県内第２位の自治体です。鉄道では、JR

小山駅があり、東北新幹線、宇都宮線および群馬方面の両毛線、茨城方面の水戸線が交差するター

ミナル駅となっています。また、高速道路は市内には通っていませんが、国道４号線と新国道４号

線が国道 50 号線と交わり交通の要所となっています。このよ

うな地理的な条件から、栃木県南部屈指の拠点都市となってき

ております。小山都市圏の中心でもあり、首都圏へのアクセス

が良好なことから工業団地も多数あるなど製造業も盛んな地

域となっています。 

小山市の特徴としては、地形的には山がなくほとんど平な点が

あげられます。大きな川としては足尾を源流とする思川があり

ます。思川の堤防には思川桜（小山市の花）が植えられ、春に

は菜の花とともに見事な光景を見せてくれます。思川は渡良瀬川とともに利根川に合流します。そ

の合流付近には有名な「渡良瀬遊水地」があります。昨

年 7 月 3 日には、世界のラムサール条約に湿地登録され

ました。渡良瀬遊水地の北端、小山側の堤防上には､国

選定の「富士見百景」もあり、広大な約 3,300ha 全体を

一望できるのは勿論、東には筑波山、西に浅間山、南に

は富士山、北に男体山が眺められます。平らな小山市で

すので、富士山が見える所は市内いたるところにありま

す。写真は小山市間々田から撮影したものです。 

栃木県 http://www.pref.tochigi.lg.jp/ 

小山市 http://www.city.oyama.tochigi.jp/ 

日光観光協会 http://www.nikko-jp.org/index.shtml 

わたらせ遊水地 http://watarase.or.jp/ 

 

http://www.toshogu.jp/
http://www.pref.tochigi.lg.jp/
http://www.city.oyama.tochigi.jp/
http://www.nikko-jp.org/index.shtml
http://watarase.or.jp/
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栃木県内の職業能力開発施設には、栃木県管轄の

職業能力開発施設として宇都宮市に「栃木県立県央

産業技術専門校」が県北の那須町に「栃木県立県北

産業技術専門校」が県南の足利市に「栃木県立県南

産業技術専門校」があります。国（高齢・障害・求

職者雇用支援機構）の管轄の職業能力開発施設とし

ては宇都宮市に「栃木職業訓練支援センター/栃木

職業能力開発促進センター（ポリテクセンター栃

木）」が県南の小山市に「関東職業能力開発大学校」

があります。 

関東能開大は、専門課程４科（生産技術科、電気

エネルギー制御科、電子情報技術科、建築科）、応

用課程４科（26 年度より生産機械システム技術科、

生産電気システム技術科、生産電子情報システム技

術科、建築施工システム技術科）の専門課程と応用

課程を併せると４年間

の実学融合の高度教育

訓練システムを構成し

ています。 

今回、発表会が行われ

る関東職業能力開発大

学校での開催は、2003

年９月に行われた実践教育研究発表会以来 10 年ぶりとなります。応用課程で取組んだ開発課題も

10 年の節目を超えましたので、今年の秋には「開発課題 10 年史」の発刊を予定しています。 

また、今回の大会での全体交流会を小山グランドホテルで予定しています。 

2013 実践教育研究発表会関東大会に参加され、前回参加された方は 10 年ぶりの関東能開大の姿

と小山市を、初めて参加される方は現在の関東能開大と小山市を満喫してください。 

お待ちしております。 

 

関東職業能力開発大学校 http://www3.jeed.or.jp/tochigi/college/ 

栃木職業訓練支援センター/ポリテクセンター栃木 http://www3.jeed.or.jp/tochigi/poly/ 

栃木県立県央産業技術専門校 http://www.tochigi-it.ac.jp/ 

栃木県立県北産業技術専門校 http://www.tochigi-nasuit.ac.jp/ 

栃木県立県南産業技術専門校 http://www.tochigi-its.ac.jp/ 

小山グランドホテル http://www.oyamagrand-hotel.co.jp/ 

 

 

（関東職業能力開発大学校 上坂 淳一） 

http://www3.jeed.or.jp/tochigi/college/
http://www3.jeed.or.jp/tochigi/poly/
http://www.tochigi-it.ac.jp/
http://www.tochigi-nasuit.ac.jp/
http://www.tochigi-its.ac.jp/
http://www.oyamagrand-hotel.co.jp/
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【2013 実践教育研究発表会 関東大会特集】 
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【ものづくり体験教室等報告】 

サイエンスワークショップで高校生に熱く語った 

私は当協会の会員の一人として実践的な教育・訓練および研究を行っています。しかし、その活

動を報告する機会は、「実践教育研究発表会」での発表や「実践ジャーナル」「実践ニュース」へ

の投稿だけではなく、日頃の業務や企業や高校などでお話させていただく機会もあります。今回は

そのひとつである「サイエンスワークショップ in柏陽高校」（平成 25年 6月７日開催）について

報告します。 

 神奈川県立柏陽高校では、1年生の総合的な学習の時間「科学と文化」で、研究・実験を計画し、

四人一組で活動し発表することを目指しています。その中で重要なのが「テーマ」です。そのテー

マ探しの一環として、実際に研究・技術開発・教育訓練を行っている一人として講演をさせていた

だく機会を昨年に続き与えてきました。そこで、制御工学・ロボット工学に興味のある学生へ体験

実習（倒立ロボットの運転）を含めた講義を行いました。 

「実践的トップダウン設計－ロボット教育－」というテーマで、これから学ぶ①数学・物理の重

要性を伝え、それをおろそかにしてはいけないということ、②自分の目標・ゴールを見極め、実現

のためには何をすべきかを逆算し、真剣に考え、集中することを伝えました。また現在は目標・ゴ

ールが決まっていなくても、努力をし続ければ③いつでもスタートすることはでき、決して諦めて

はいけない。というようなことを熱く伝えて

きました。後日、校長先生からレポートを送

っていただき、16才の彼らにインパクトを与

えられたなと実感しています。実は、彼らの

文章を読んで逆に感動させられてしまいま

した。 

また、自己紹介の中で職業大の学校案内・

オープンキャンパスについて、所属している学会として実践教育訓練研究協会についても話をさせ

ていただきました。                        

     （ポリテクセンター群馬 有田 浩之） 
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【実践研のホープ】 

 

 実践の発表を通して学んだこと 

 

 

 

 

浜松職業能力開発短期大学校 

山﨑 直哉 

 

 この度、実践研のホープということで簡単にではございますが、報告させて頂きます。ポリテクカレ

ッジ浜松の山﨑と申します。今年度から浜松短大、生産技術科に赴任致しました。実践の発表会では、

NC 加工に関わる報告を過去４年程させていただいています。これらの経験を通し、また、他の先生方と

の交流を通して、様々なことを学びさせて頂きました。高い技術・技能、多くの知識・経験があるとは

言えません。受講生に、「先生」と呼ばれても、決して驕らないようにこれからも業務を行っていきたい

と思います。今後ともご指導。ご鞭撻をよろしくお願いたします。 

 

 

 

 

今回は、2013 年夏号として、関東大会特集を掲載しました。特別講演・各系企画を始め、今回は工業

教育特別セッションと題しまして地域の特色のある職業教育・人材育成等における教育活動の取り組み

を報告する予定です。活発な情報交換・相互研鑽を期待します。また、一般講演も各先生方の研究発表

を行います。ものづくりや職業訓練に役立つ内容となっておりますので、皆様のご参加をお待ちしてお

ります。また、サイエンスワークショップの開催報告を掲載致しました。高校生に対するものづくり啓

発活動は、重要であると考えますので、各短大・大学校等での活動内容がありましたらご寄稿をお願い

します。今回で 3 回目を迎える「実践研のホープ」では、浜松短大の山﨑先生に掲載していただきまし

た。 

次号は、2013 実践教育研究発表会 関東大会開催報告を中心に掲載予定です。 

 WEB ニュース編集事務局では、皆様からの各地の取り組みに関する情報をお待ちしております。記事

半ページ程度、写真 2 枚程度を添付していただき、以下のメールアドレスへ直接、もしくは編集事務局

まで封書にてお送りください。また、こちらからも記事のご寄稿をお願いする場合があります。ご協力

をお願いします。 

 勤務先、メールアドレスが変更された場合には、実践教育訓練研究協会事務局までメールまたは FAX

にてお知らせください。 
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